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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
春
が
待
ち
遠

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

   

昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道

を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
世
鎌
倉
街
道

を
東
か
ら
西
に
歩
い
て
い
ま
す
。
題
し
て

鎌
倉
街
道
を
歩
く
。
今
月
は
年
魚
市
潟
を

旅
し
ま
す
。

★
年
魚
市
潟
の
浜
道

   

旅
人
は
東
海
道
を
進
み
、
鳴
海
宿
を
過

ぎ
て
、
鳴
海
台
地
の
嫁
ヶ
茶
屋
、
古
鳴
海

へ
と
向
か
い
ま
す
。

   

鳴
海
台
地
の
西
に
広
が
る
湿
地
帯
は
、
河

川
の
河
口
が
集
中
す
る
鳴
海
潟
、
年
魚
市

（
あ
ゆ
ち
）
潟
で
す
。
古
代
、
中
世
、
近

世
を
通
し
て
、
こ
の
一
帯
は
鎌
倉
街
道
、
東

海
道
の
要
所
で
す
。

   

河
川
が
運
ぶ
土
砂
が
堆
積
し
、
新
田
開

発
も
行
わ
れ
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

徐
々
に
陸
地
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
年
魚
市
潟
の
地

形
は
、
松
巨
島
（
ま
つ
こ
し
ま
）
を
囲
む

よ
う
に
、
南
か
ら
、
鳴
海
台
地
、
八
事
台

地
、
瑞
穂
台
地
、
熱
田
台
地
が
取
り
巻
き
、

そ
の
間
を
、
扇
川
、
藤
川
、
天
白
川
、
山

崎
川
、
精
進
川
が
流
れ
、
干
潟
を
形
成
。

松
巨
島
は
中
州
の
先
端
部
が
独
立
し
て
島

に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
笠
寺
台
地
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

   

鳴
海
台
地
の
先
端
に
到
達
す
る
と
、
そ

こ
か
ら
先
は
干
潟
で
す
。
松
巨
島
を
経
由

し
て
宮
宿
に
行
く
経
路
は
、
上
の
道
、
中

の
道
、
下
の
道
の
三
本
あ
り
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
、
潮
の
干
満
等
、
水
位
に
よ
っ
て

選
択
す
る
経
路
が
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

   

上
の
道
は
野
並
の
辺
り
か
ら
干
潟
に
出

て
、
瑞
穂
台
地
の
井
戸
田
か
ら
北
上
し
、
熱

田
台
地
の
古
渡
に
至
り
ま
す
。

   

中
の
道
は
鳴
海
台
地
の
古
鳴
海
か
ら
松

巨
島
に
渡
り
、
白
毫
寺
を
経
て
熱
田
台
地

の
夜
寒
里
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
宮
宿

や
古
渡
に
向
か
い
ま
す
。

   

下
の
道
は
鳴
海
台
地
の
三
王
山
か
ら
干

潟
に
出
て
、
松
巨
島
の
狐
坂
（
笠
寺
）
に

向
か
い
、
松
巨
島
の
西
側
、
白
毫
寺
辺
り

か
ら
熱
田
台
地
の
宮
宿
に
至
り
ま
し
た
。

   

熱
田
台
地
は
半
島
を
形
成
し
て
お
り
、

周
囲
に
は
干
潟
、
河
口
、
湾
が
入
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
台
地
上
の
熱
田
神
宮
近
く

に
は
尾
張
最
大
の
前
方
後
円
墳
、
断
夫
山

古
墳
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
古
墳
群
と
と

も
に
尾
張
氏
の
陵
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
愛
知
の
語
源

   

年
魚
市
の
音
「
あ
ゆ
ち
」
は
古
代
中
世

の
郡
名
の
も
と
と
な
り
、
愛
知
の
表
記
に

つ
な
が
り
ま
す
。

   

万
葉
集
で
高
市
黒
人
が
詠
ん
だ
「
桜
田

へ
鶴
鳴
き
渡
る
年
魚
市
潟
（
あ
ゆ
ち
が
た
）

潮
干
に
け
ら
し
鶴
鳴
き
渡
る
」
の
年
魚
市

（
あ
ゆ
ち
）
に
由
来
し
、
律
令
制
下
で
愛

知
郡
と
い
う
郡
名
に
転
じ
ま
し
た
。
歌
枕

と
し
て
も
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

   

古
代
に
は
、
年
魚
市
の
ほ
か
に
、
鮎
市

（
あ
ゆ
ち
）
、
愛
智
（
あ
い
ち
）
、
吾
湯

市
と
も
書
か
れ
、
尾
張
氏
の
系
図
の
肩
書

に
年
魚
市
評
の
表
記
が
あ
る
人
物
も
い
ま

す
。
七
〇
一
（
大
宝
元
）
年
、
大
宝
律
令

制
定
以
前
は
評
（
こ
お
り
）
が
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

   

大
宝
律
令
制
定
を
機
に
、
評
や
県
と
い

っ
た
行
政
単
位
は
郡
と
な
り
ま
し
た
。
愛

知
郡
の
表
記
は
複
数
あ
り
、
阿
由
市
郡
、

鮎
市
郡
、
年
魚
市
郡
と
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

   

七
一
三
（
和
銅
六
）
年
以
降
、
好
字
二

字
令
に
よ
り
表
記
が
愛
智
ま
た
は
愛
知
に

改
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

   

鮎
は
誕
生
し
て
か
ら
一
年
で
生
涯
を
終

え
る
こ
と
か
ら
一
年
魚
、
略
し
て
年
魚
と

記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
あ
ゆ
」
は
「
物

の
湧
き
出
す
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

   

年
魚
市
潟
に
流
れ
込
む
川
で
は
鮎
が
湧

い
て
く
る
よ
う
に
獲
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
鮎
は
川
の
中
か
ら
湧
い
て
く
る

魚
と
い
う
意
味
で
す
。

   

そ
し
て
年
魚
市
潟
で
湧
き
出
し
た
も
の

と
は
鮎
な
ら
ぬ
水
。
多
く
の
河
川
の
水
と

と
も
に
、
扇
状
地
の
伏
流
水
が
湧
き
出
る

干
潟
が
年
魚
市
潟
で
す
。

★
七
里
の
渡
し

   

一
六
〇
一
（
慶
長
六
）
年
、
東
海
道
に

伝
馬
制
が
敷
か
れ
、
五
十
三
次
の
宿
駅
が

置
か
れ
ま
し
た
。

   

熱
田
台
地
の
先
端
に
位
置
す
る
宮
宿
は
、

東
海
道
五
十
三
次
の
四
十
一
番
目
の
宿
場
。

佐
屋
街
道
や
中
山
道
に
至
る
美
濃
街
道
と

の
分
岐
点
で
す
。

   

一
般
に
は
宮
宿
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
幕
府
や
尾
張
藩
の
公
文
書
で
は

熱
田
宿
で
す
。

   

宮
宿
と
桑
名
宿
の
間
は
海
路
「
七
里
の

渡
し
」
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
「
桑
名
の
渡

し
」
「
熱
田
の
渡
し
」
「
宮
の
渡
し
」
「
間

遠
の
渡
し
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

   

「
七
里
の
渡
し
」
は
一
六
一
六
（
元
和

二
）
年
に
公
認
さ
れ
た
東
海
道
唯
一
の
海

上
路
で
あ
り
、
満
潮
時
の
陸
地
沿
い
航
路

は
約
七
里
、
干
潮
時
の
沖
廻
り
航
路
が
約

十
里
、
渡
し
船
の
所
要
時
間
は
二
～
三
刻

（
と
き
）
（
四
～
六
時
間
）
で
し
た
。

   

「
七
里
の
渡
し
」
は
海
難
事
故
が
し
ば

し
ば
発
生
す
る
東
海
道
の
難
所
で
あ
り
、
海

路
を
避
け
た
い
旅
人
は
迂
回
路
で
あ
る
脇

往
還
、
佐
屋
街
道
に
向
か
い
ま
し
た
。

   

宮
宿
は
渡
船
場
と
し
て
東
海
道
随
一
の

賑
わ
い
を
見
せ
、
旅
籠
屋
数
も
最
大
規
模

を
誇
り
ま
し
た
。

   

湊
町
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
の

熱
田
神
宮
の
門
前
町
で
あ
り
、
名
古
屋
城

下
、
岐
阜
と
と
も
に
、
尾
張
藩
町
奉
行
の

管
轄
地
で
し
た
。

   

宮
宿
近
く
に
は
熱
田
神
宮
の
ほ
か
、
源

頼
朝
生
誕
地
と
伝
わ
る
誓
願
寺
、
前
述
の

と
お
り
尾
張
国
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
断
夫
山
古
墳
な
ど
が
あ
り
、
旅
人
が
旅

情
を
味
わ
え
る
好
適
地
で
し
た
。

★
熱
田
社

   

来
月
は
宮
宿
に
あ
る
熱
田
社
を
参
り
ま

す
。
宮
宿
に
逗
留
し
、
宮
宿
を
通
る
旅
人

が
洩
れ
な
く
参
拝
し
た
名
所
で
す
。
現
在

の
熱
田
神
宮
で
す
。
乞
ご
期
待
。




